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【問題】
　次の①～⑤に示す二つの物質を反応させた発生する気体を，上方置換，下方置換，水上置換のいずれかで捕集したい。上方置換による捕集が最も適当な気体を発生する物質の組合せを，①～⑤のうちから一つ選べ。

①　硫化鉄(Ⅱ)と希硫酸

②　銅と熱濃硫酸

③　酸化マンガン(Ⅳ)と濃塩酸

④　酸化マンガン(Ⅳ)と過酸化水素水

⑤　塩化アンモニウムと水酸化カルシウム

【正解】

⑤　塩化アンモニウムと水酸化カルシウム
【解説】

　水に溶けにくい気体は，水上置換で捕集します。水に溶けやすい気体は，空気より密度の小さいものは上方置換，密度の大きいものは下方置換で捕集します。
　気体の密度は分子量の大小で比較することが出来ます。気体の種類に関係なく1molが22.4Lなので，分子量を22.4で割ると，1Lあたりの質量（つまり密度〔g/L〕）を求めることが出来ます。空気の見かけの分子量が28.8なので，この値よりも大きければ空気より重い気体，小さければ空気より軽い気体となります。
①　FeS　＋　H2SO4　→　FeSO4　＋　H2S↑

硫化水素H2Sは水に溶け，分子量34なので下方置換で捕集します。

②　Cu　＋　２H2SO4　→　CuSO4　＋　２H2O　＋　SO2↑
二酸化硫黄SO2は水に溶け，分子量64なので下方置換で捕集します。
③　MnO2　＋　４HCl　→　MnCl2　＋　２H2O　＋　Cl2↑

塩素Cl2は水に溶け，分子量71なので下方置換で捕集します。
④　２H2O　→　H2O　＋　O2↑

酸素O2は水に溶けにくい気体なので，水上置換で捕集します。
⑤　Ca(OH)2　＋　２NH4Cl　→　CaCl2　＋　２H2O　＋　２NH3↑

アンモニアNH3は水に溶け，分子量17なので，上方置換で捕集します。
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